






日本人の不正咬合の大半は乳歯う蝕に起因するといわれる。最近は減少傾向にあるとはい

え,乳歯う蝕の水はまだまだ治まったとは思われない。 

五つ子は5卵性であることが判明している。ということは,遺伝因子が1卵性のように100%

共通なわけでなく,普通の兄弟姉妹が同時に同一環境で成長していることになる。つまり,

不正咬合の原因のうち,環境因子の 1つである後天的因子が共通になる可能性がある。それ

らの中でかなり大きな要因である乳歯う蝕を徹底的に予防できれば,彼らに不正咬合が発

現するおそれは大幅に減少するであろうし,それでもなお発現したとすれば,他の因子の追

求に寄与する資料となろう。 


